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【1分解説】昆明・モントリオール生物多様性枠組とは？ 

 総合調査部 マクロ環境調査グループ 副主任研究員 牧之内 芽衣 

 

昆明・モントリオール生物多様性枠組とは、生物多様性に関する世界目標のひとつ

です。2022 年 12 月にカナダのモントリオールで開かれた生物多様性条約第 15 回締

約国会議（COP15）で採択されました。ポスト 2020 生物多様性枠組、または GBF

（Global Biodiversity Framework）ともいいます。 

前身の愛知目標（生物多様性の損失を止めることを目的として COP10 で策定された

20 の個別目標）を引き継ぎ、2050 年ビジョンには「自然と共生する世界」を掲げて

います。その他、「自然を回復軌道に乗せるために生物多様性の損失を止め反転させ

るための緊急の行動をとる」2030 年ミッション、そしてそれらの具体的なゴールを

描いた 2050 年グローバルゴール、2030 年グローバルターゲットなどで構成されてい

ます。 

数値目標を盛り込んだターゲットが少なく、成果を測りにくい面があったという愛

知目標の反省を受け、2030 年グローバルターゲットの多くに数値目標が組み込まれ

ました。 

※本稿は、週刊エコノミスト（10 月 3 日号）への寄稿を基に作成しています。 
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資料 昆明・モントリオール生物多様性枠組 

 

（出所）環境省による暫定訳をもとに第一生命経済研究所作成 

（注）2030 年ターゲットは「生物多様性への脅威の低減」「持続可能な利用及び利益配分による人々のニーズを

満たすこと」「実施のためのツールと解決策及び主流化」の 3 分野で色分け 

 

関連レポート 

・「ネイチャーポジティブとは何か（1）～再び集まる生物多様性への注目～」 

（2023 年 3 月）https://www.dlri.co.jp/report/ld/233470.html 
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